
Vol.68としょかん通信
YA本研究会 令和 7年度メンバー募集！
　糸島市立図書館では、中学生・高校生を『YA（ヤングアダルト）』

と呼び、大人でも子どもでもない年代の利用者を対象とした読書

サービスを展開しています。

　令和7年度も、中高生のYA本研究会メンバーを募集します。特

に中学生の新しいメンバーは大歓迎です。「本が大好き！」「本につ

いて語り合いたい」という人は、ぜひ応募してください。

●問い合わせ

糸島市図書館　　　　 ☎（321）1432　       糸島市図書館　　　　 ☎（332）2118　 糸島市図書館 　　　　☎（332）2119本館 二丈館 志摩館FAX（321）1632

ホームページ
10月から
リニューアル

糸 島 市 立 図 書 館

福岡県プレコンセプションケアセンター

性と健康に関する相談
　福岡県では、健康でより豊かな人生を送ること
ができるよう、思春期以降の人々を対象とした「福
岡県プレコンセプションケアセンター」を開設して
います。センターでは、性と健康に関する知識の発
信と相談対応を行っています。
　相談は無料です。いつでも、どなたでも、お気軽
にご相談ください。

※プレコンセプションケアとは…プレは「～の前」、コンセプションは「受胎」
で、「妊娠前からのからだと心、性の健康へのケア」のことです。

【 相談日時 】
日～木曜日　10時～18時
※祝日、お盆期間（8月13日～15日）、年末年始（12月29日～1月3日）を除く

【 相談方法 】
電話・メール・

ライン

LINE・面談
※詳細は右記コードをご確認ください。

【 問い合わせ 】
福岡県プレコンセプションケアセンター
☎（409）4936

5月3日（土・祝）～4日（日・祝）
※5日（月・祝）は定例休館日のため、全館休館です。
※休館中でも、電子書籍サービスは利用できます。

二丈館・志摩館臨時休館のお知らせ

市内在住または市内に通学する中学生・高校生
5月～令和8年3月（7回程度／年） 
※活動日は全て日曜日

22人（各校から3人程度）
4月1日（火）～30日（水）
※糸島市立図書館 各館カウンターまたは電話で受け付け

募集対象
活動期間

募集期間
募集人数

4月26日（土）～なくなり次第終了日　　程

5月6日（火・休）10時～16時30分日　　時

本のおたのしみ袋
年代に合わせたおすすめ本のセットを貸し出

します（30セット限定）。

ブックリサイクル
除籍した本などを無料で配布します。

5月10日（土）11時～11時40分日　　時

おはなし会スペシャル
いつもよりちょっと長い特別なおはなし会です

（事前予約制）。

二丈館

本 館

本 館

こどもの読書週間（4月23日～5月12日）

※詳細は、糸島市立図書館ホームページをご覧ください。

ホームページ

ポイント 1

助産師が相談に応じます。

ポイント 2

オンラインで医師（産婦人科・泌尿器科）に
相談できます（要予約・無料）。

不妊に悩む人への先進医療支援事業の助成

県では、保険診療による1回の特定不妊治療と併用
して実施した「先進医療」について、費用の一部を助
成しています。助成対象の先進医療、助成金額など
は、右記コードをご覧ください。

【 問い合わせ 】
先進医療支援専用窓口　☎（472）5750
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